
オホーツク海研究の最新トピックス 

海氷域でのフロート観測 



・海氷検知機能 

・酸素センサー付 

・イリジウム通信 

ワシントン大学 

との共同 
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オホーツク海・海氷域でのフロート観測 
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クロロフィル-aの分布 

海氷融解 

   ↓ 

    ↓ 

酸素過飽和 

blooming  



Aqua MODIS  chlorophyll concentration 

Freshwater flux by Melting 

Nihashi, Ohshima & Kimura, in press 

polynya 

Ice melt factory 
沿岸ポリニヤ(氷縁) 

   ↓ 

海氷融解工場 

   ↓ 

成層強化・栄養供給 

   ↓ 

ブルーム大 



本研究の狙い： 

海氷の融解 

増殖環境の変化  

植物プランクトン大増殖 

良好な光環境 

海氷が春季植物プランクトン大増殖にどのような役割を
果たしているのだろうか？ 
  

栄養塩     
（窒素、リン、ケイ素） 

微量栄養物質 
 （鉄分） 

低塩分水による成層化 

？ 



バイオロギング研究 



SEaOS: Number of profiles:Southern Ocean 

SODB: 10513 

Argo: 19463 

SEaOS: 22230 

    150000 
Courtesy L. Boehme 

オホーツク海の場合： 
  500m 以上潜るアザラシ・トドあり 

  中層水や高密度陸棚水の観測には十分 

   

海
氷
域 





水温 

塩分 

200m 

200m 

よい点 

 ・アクセスの難しい海氷域・ロシア海域を観測 

 ・餌の捕獲のため、海底まで潜る 

 

悪い点 

 ・夏の換毛期に脱落する 

 ・不確実性（死亡）、どこへ行くかわからない 



水温 

塩分 



高橋菜里他 



オホーツク海での海氷成長過程 



Ice Observation using a Basket 



バスケットによるサンプリング 

オホーツク海にて 

海氷薄片 

偏光解析 

 

 

一つの層の厚さ 

 

平均 9cm 

90.5cm 

10cm 

top 

＝ 



厳冬期、北部オホーツク海表面での正味熱収支 

  開水面・厚さに違う海氷 (Ohshima et al.,2003) 



氷厚発達過程のシナリオ（仮説） 

rafting 

ridging 

Hi～10 cm 

Hi = 30～40 cm 

Sometimes Hi > 1 m 

(rafting cycle model, Toyota et al., 2004) 


